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注:略語説明 HiRDB(HighlyScalableRelationalDatabase)

クリエイティブサーバ｢3500シリーズ+クラスタとスケーラブルデータベースサーバ'-HiRDB”を活用した新本部システム

HITACMシリーズのデータベース･各種ファイルを入力元として,3500シリーズクラスタの下に"H旧DB”による並列データベースシステムを

作成した｡大東京火災海上保険株式会社本社内でのデータの共有化を実現し,将来の本格的データウェアハウスの第一歩として活用している｡

本社の各部門からの非定型全件検索を行い,拠点別･扱者別の販売成績速報の入手や,顧客･商品単位での見込み顧客の抽出などを行う｡

近年の社会的変動に伴って保険業界では,従来の

業務系(バッチおよびオンライン)システムに加え,

新商品投入結果の事前分析や保険料改定時のシミュ

レーションをにらんだ分析･統計処理システムへの

ニーズが高まっている｡

大東京火災海.卜保険株式会社では,本社部門での

顧客･商品単位での見込み顧客の抽出,きめ細かい

販売状況の把握と販売指導等の営業支援業務,およ

びロスデータ･成績データ･チャネルデータを組み

合わせた高度なデータ検索･分析業務などの強化を

ねらいとして,1995年10Jjから新本部システムを遵

用している｡このシステムは,サーバ側に3500クラ

スタとIiiRDBを採用し,クライアントPC(Personal

Colllputer)との間を高速州線で接続したオープン

指向の並列データベースシステムであり,必要なデ

ータを迅速に入手し,プログラムレスで加工するこ

とが‾叶能である｡人束京火災海▲卜保険株式会社では,

このシステムを将来の本格的なデータウェアハウ

ス･データマイニングを目指した第一歩としてとら

え,マーケテイング活動,経営計画の立案,新商品

開発などの戦略のインフラストラクチャーとして順

次拡大する計画である｡

*大束京火災嵐卜f米=険株式全社システム開発第一一部 **ll立システムエンジニアリング株式会社 ***f‾川二製作所情報システム事業部

27



396 日立評論 Vol.78 No.5(1996-5)

n はじめに

保険業界では,金融の自由化･顧客ニーズの多様化な

どの経済･社会の変動に呼応した新商品の開発が続発化

しており,新商品投入結果の事前分析などのマーケテイ

ング活動を支援するシステムに対するニーズが強くなっ

てきている｡また,拠点別･扱者別･商品別の営業成績

やロスデータのタイムリーな検索･分析など,営業力の

強化に対する関心も高まっている｡

これらのニーズを満たす一つの方法として,RISC

(ReducedInstructionSetComputer)パラレルサーバと

並列RDB(RelationalDatabase)を活用したデータウェ

アハウスシステムが有効である｡

ここでは,大東京火災海上保険株式会社での新本部シ

ステム導入のねらいとシステムの構成,処理方式および

機能について述べる｡

凶 新本部システム開発のねらい

(1)データのタイムリーな人手

従来のシステムでは,マシンセンター内の汎用機"M-

682打'と,本社のTSS(Time Sharing System)端末が

9,6kビット/sの回線で結ばれていた｡このシステムのデ

ータの流れを図1に示す｡

従来のシステムでは,TSSによるバッチジョブをホス

ト側で起動してデータを抽出し,転送しているため,必

要なデータを本社側で人手するまでのターンアラウンド

センター

HITACM-682H

G各種データを
MTから入力

タイムが数時間に及ぶ｡また,対象ファイル,対象項目

の追加や変更に伴ってシステム部門でのプログラム修正

やテストが必要となり,サービス開始までに期間を要

する｡

これを改善し,社内ユーザーがタイムリーかつ容易に

必要な情報を人手できるようにする｡

(2)大量のデータ処理

数年分の大量な自動車保険データからの料率検証な

ど,今までは対象データが大量すぎるために事実上でき

なかった業務を,並列サーバと並列RDBを活用すること

によって可能にする｡

(3)プログラムレスデータ加工

サーバ側のDB(Database)から任意の条件で検索･抽

出したデータを,PC側でUPを作成することなしに加工

する｡

B 新本部システムの構成と処理方式

3.1システム構成

このシステムは,従来機(HITAC M-682H)に3500ク

ラスタを6台アドオンし,クライアントにFLORAlOlO

などのPCを使用するCSS(Client Server System)構成

である｡ホスト(M-682H)とサーバ(3500クラスタ)の間

は,LIC(LANInterfaceController)経由でLAN接続し

ており,高速データ転送を可能にしている｡このセンタ

ー側のLANとPC側のLANとは,256kビット/sの回線で

ルータ接続している｡また,256kビット/sの回線障害時

本 社

端末×100台

バッチジョブ

起動

9.6kビット/s

AP

対象データを

素データから
抽出
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S

素データ 抽出ファイル(SAM)

抽出データを

肝ITで転送

[コ

OFIS/POL,

EXCEL*などに

よるデータ加工

注:略語説明ほか

MT(MagneticTape),AP(ApplicationProgram),肝IT(lnteractiveFileTransmissionProgram),SAM(SequentialAccessMethod)

*EXC∈Lは,米国Microso何Corp.の商品名称である｡

図1 従来システムのデータの三売れ

従来のシステムでは,TSSとバッチジョブによってセンター側でデータを抽出して本社側に転送していた｡
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には,INS64のバックアップ回線で対応する(256kピッ

ト/s回線は1996年度接続の予定)｡また,サーバには3500

クラスタを6台使用し,HiRDBのDB処理サーバに5ノ

ード,フロントエンドサーバに1ノード割r)当てる構成

とした｡

3.2 処理方式

このシステムの処理概要について以下に述べる(図2

参月別｡

(1)DB作成処理

通常運用時はホスト側の素データをLAN経内で3500

サーバ側に転送する｡ホスト側から3500サーバ側の

HiRDBユーティリティを起動し,キーレンジ分割によっ

て5分割5並列でDBを作成する｡

一連の処理は,ホスト側のバッチジョブからFTP(File

Transfer Program)およびTELNET(Teletype Net-

work)の機能で実行し,サーバ側のオペレーションなし

に自動運用可能な方式で実現した｡

また,LAN障害時の代替運用および大量データ取扱時

の運用を考慮して,MT方式でのダウンロードも可能と

した｡

(2)データ検索･抽出の方式

ユーザーは,クライアントPCのDBPARTNERを使用

することにより,WindowsのGUI(GraphicalUserInter-

センター

face)による操作でHiRDBのデータを任意の条件で検

索･抽出することができる｡

DBPARTNERでは,データベースの構造を意識する

ことなく,表名･項目名も日常の業務用語で使用でき,

ユーザーに負担をかけない方式を実現している｡また,

定型業務には,晋録機能を使用することにより,登録フ

ァイル名を指定するだけで条件設定を操作することなく

データを取r)出す機能もサポートしている｡さらに,DB

の検索処理の完了を待つことなく別の業務が実行できる

予約検索機能や,検索データを別表に保管し再度他表と

結合し抽出する,再検索機能･絞り込み機能を用意して

いる｡

(3)データ加工の方式

DBPARTNERで抽出したデータは,クライアントPC

上のOFIS/POL,EXCELなどの日ごろ使い慣れている

表計算ソフトに直接取り込んで加工することができる｡

また,コンポーネントウェアであるAPPGALLERYを

使用することにより,UPを作成することなしにデータ加

工や簡易業務帳票を作成することができる｡

巴 新本部システムの機能

このシステムは,従来ハンドリングが悪く長時間要し

ていた作業や手作業を,簡単な操作でタイムリーに解決

本 社
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UPを使用しない
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アプリケーション作成

DBPARTNER
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帳票作成

ルータ

256kビット/S
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注:
* Lotusl-2-3は,米国LotusDeve10PmentCorp･の

商品名称である｡

**Windowsは,米国Microso¶Corp.の登額商標で
ある｡

図2 新本部システムの機能概要

3500クラスタとHiRDBの採用により,大量データの並列更新および並列検索を高速に行う｡また,DBPARTNERと表計算ソフト,およびAPPGAL-

LERYの連携により,UPを作成せずにデータ加工や簡易業務帳票の作成を行う｡
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図3 新本社システムの機能概要

このシステムでは,本社部門から並列検索用のHiRDB目的別データベースにアクセスすることにより,エンドユーザーが必要なときに必要な

データを簡単に検索･分析することができる｡

することを目的に,次のような本社部門の業務に順次適

用中である(図3参照)｡

(1)営業支援

大口顧客･見込み顧客などの顧客情報や,商品単位で

の販売状況を把握･分析し,常業部門へきめ細かい販売

を指導している｡また,営業部門の多様なニーズに容易

に対応することができるので,営業の負担激減と効率向

上を推進中である｡

(2)本部分析

並列データベースHiRDBを活用した複数種の大量デー

タ高速検索により,ロスデータ･成績データ･チャネル

データなどを組み合わせた高度な分析が可能となった｡

(3)業務･商品管理

成績速報と確報の誤差確認や契約の適正化の判定な

ど,契約データの異常値の発見を容易にした｡また,保

険商品ごとの料率検証の早期化や顧客データとの連動に

よる顧客別料率の算定を目指して活用中である｡

B おわりに

ここでは,大東京火災海上保険株式会社の新本部シス

テムの構成,機能などについて述べた｡

大東京火災海上保険株式会社では,1995年7月からシ

ステム構築を開始し,HiRDB,DBPARTNERなどの製

品機能をベースに,UPを作成することなしにシステム構

築する方式を採用することにより,約3か月という短期

間でこのシステムを稼動させることができた｡新本部シ

ステムは正確な定義でのデータウェアハウス･データマ

イニングの要件をすべて満たすものではないが,並列デ

ータベースを活用することにより,大量データからエン

ドユーザーが必要な情報を容易に抽出･分析することが

できる｡

今後は,ここで得られたノウハウを製品ソフトウェア

に積極的にフィードバックし,｢よりやさしく使える+

戦略的インフラストラクチャーのシステムとして可用性

を向_Lさせるとともに,適用部門を順次拡大する予定で

ある｡
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